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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の液晶パネルを接続側面において縦方向及び／又は横方向に継ぎ合わせた液晶表示
装置において、
　特定色のカラーフィルターを備えたサブ画素によって画素が形成されているとともに、
前記液晶パネルには一定間隔の遮光領域を置いて複数の前記画素が配置されており、
　該画素は列方向に延びる複数の画素列及び／又は行方向に延びる複数の画素行を形成し
ており、
　隣り合う画素列間の遮光領域の幅の値及び／又は隣り合う画素行間の遮光領域の幅の値
が、前記接続側面から離れるにしたがって、順次小さくなるとともに、その変化率が順次
低くなるように設定されていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　複数の液晶パネルを接続側面において縦方向及び／又は横方向に継ぎ合わせた液晶表示
装置において、
　特定色のカラーフィルターを備えたサブ画素によって画素が形成されているとともに、
前記液晶パネルには一定間隔の遮光領域を置いて複数の前記画素が配置されており、
　該画素は列方向に延びる複数の画素列及び／又は行方向に延びる複数の画素行を形成し
ており、
　隣り合う画素列間の遮光領域の幅の値及び／又は隣り合う画素行間の遮光領域の幅の値
が、前記接続側面から離れるにしたがって、順次小さくなるとともに、その変化率が順次
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高くなるように設定されていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　順次小さくなっていく前記画素列間の遮光領域の幅の値及び／又は前記画素行間の遮光
領域の幅の値は、それぞれ予め定めた所定値に達した場合、前記接続側面から離れても該
所定値に維持されていることを特徴とする請求項１または２の何れか一項記載の液晶表示
装置。
【請求項４】
　複数の液晶パネルを接続側面において縦方向及び／又は横方向に継ぎ合わせた液晶表示
装置において、
　前記液晶パネルには、特定色のカラーフィルターを備えたサブ画素によって画素が複数
形成されると共に、一定間隔の遮光領域を置いて配置された複数の画素群が形成されてお
り、
　該画素群は数個の画素により構成されているものであって、
　該画素群は列方向に延びる複数の画素群列及び／又は行方向に延びる複数の画素群行を
形成しており、
　隣り合う画素群列間の遮光領域の幅の値及び／又は隣り合う画素群行間の遮光領域の幅
の値が、前記接続側面から離れるにしたがって、順次小さくなるとともに、その変化率が
順次低くなるように設定されていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項５】
　複数の液晶パネルを接続側面において縦方向及び／又は横方向に継ぎ合わせた液晶表示
装置において、
　前記液晶パネルには、特定色のカラーフィルターを備えたサブ画素によって画素が複数
形成されると共に、一定間隔の遮光領域を置いて配置された複数の画素群が形成されてお
り、
　該画素群は数個の画素により構成されているものであって、
　該画素群は列方向に延びる複数の画素群列及び／又は行方向に延びる複数の画素群行を
形成しており、
　隣り合う画素群列間の遮光領域の幅の値及び／又は隣り合う画素群行間の遮光領域の幅
の値が、前記接続側面から離れるにしたがって、順次小さくなるとともに、その変化率が
順次高くなるように設定されていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項６】
　順次小さくなっていく前記画素群列間の遮光領域の幅の値及び／又は前記画素群行間の
遮光領域の幅の値は、それぞれ予め定めた所定値に達した場合、前記接続側面から離れて
も該所定値に維持されていることを特徴とする請求項４または５の何れか一項記載の液晶
表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は液晶パネルを複数継ぎ合わせて用いた液晶表示装置に関し、特に液晶パネルを継
ぎ合わせた際の継ぎ目を目立たなくしたものである。
【０００２】
【従来の技術】
近年大型の表示装置に対する需要がますます拡大している。その中にあって、薄型化可能
、低消費電力等様々な利点を有する液晶パネルを用いた大型の液晶表示装置に対する期待
が特に高まっている。この大型の液晶表示装置に用いられている液晶パネルには、1枚の
大型のガラス基板を用いて造られているものもある。しかし歩留まり等の点から、小型あ
るいは中型の液晶パネルを複数枚用いて、これらの液晶パネルを継ぎ合わせることにより
１枚の大型液晶パネルが造られているものも多い。
【０００３】
そこで、本出願人は本願に先立ってこのような大型液晶パネルに関する発明について出願
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（特願２００２－１９３５７１）を行った。
【０００４】
【特許文献１】
特開平８－１８４８５０　（第５図）
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
本出願人が特願２００２－１９３５７１を行ったのは、複数の液晶パネルを継ぎ合わせた
際の継ぎ目部分における遮光領域の幅が、各々の液晶パネルにおける隣り合う画素間の遮
光領域の幅に比べて著しく大きくなってしまうため、継ぎ目部分だけが非常に目立ってし
まうためである。
【０００６】
そこで、本発明においても、液晶パネルを複数継ぎ合わせた液晶表示装置の場合に、液晶
パネル同士の継ぎ目が目立たず表示品位の高い液晶表示装置を提供することを目的とする
。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　複数の液晶パネルを接続側面において縦方向及び／又は横方向に継ぎ合わせた液晶表示
装置において、特定色のカラーフィルターを備えたサブ画素によって画素が形成されてい
るとともに、前記液晶パネルには一定間隔の遮光領域を置いて複数の前記画素が配置され
ており、該画素は列方向に延びる複数の画素列及び／又は行方向に延びる複数の画素行を
形成しており、隣り合う画素列間の遮光領域の幅の値及び／又は隣り合う画素行間の遮光
領域の幅の値が、前記接続側面から離れるにしたがって、順次小さくなるとともに、その
変化率が順次低くなるように設定されていることを特徴とするものである。
【０００８】
　また本発明は、複数の液晶パネルを接続側面において縦方向及び／又は横方向に継ぎ合
わせた液晶表示装置において、特定色のカラーフィルターを備えたサブ画素によって画素
が形成されているとともに、前記液晶パネルには一定間隔の遮光領域を置いて複数の前記
画素が配置されており、該画素は列方向に延びる複数の画素列及び／又は行方向に延びる
複数の画素行を形成しており、隣り合う画素列間の遮光領域の幅の値及び／又は隣り合う
画素行間の遮光領域の幅の値が、前記接続側面から離れるにしたがって、順次小さくなる
とともに、その変化率が順次高くなるように設定されていることを特徴とするものである
。
【０００９】
　複数の液晶パネルを接続側面において縦方向及び／又は横方向に継ぎ合わせた液晶表示
装置において、前記液晶パネルには、特定色のカラーフィルターを備えたサブ画素によっ
て画素が複数形成されると共に、一定間隔の遮光領域を置いて配置された複数の画素群が
形成されており、該画素群は数個の画素により構成されているものであって、該画素群は
列方向に延びる複数の画素群列及び／又は行方向に延びる複数の画素群行を形成しており
、隣り合う画素群列間の遮光領域の幅の値及び／又は隣り合う画素群行間の遮光領域の幅
の値が、前記接続側面から離れるにしたがって、順次小さくなるとともに、その変化率が
順次低くなるように設定されていることを特徴とするものである。
【００１０】
　複数の液晶パネルを接続側面において縦方向及び／又は横方向に継ぎ合わせた液晶表示
装置において、前記液晶パネルには、特定色のカラーフィルターを備えたサブ画素によっ
て画素が複数形成されると共に、一定間隔の遮光領域を置いて配置された複数の画素群が
形成されており、該画素群は数個の画素により構成されているものであって、該画素群は
列方向に延びる複数の画素群列及び／又は行方向に延びる複数の画素群行を形成しており
、隣り合う画素群列間の遮光領域の幅の値及び／又は隣り合う画素群行間の遮光領域の幅
の値が、前記接続側面から離れるにしたがって、順次小さくなるとともに、その変化率が
順次高くなるように設定されていることを特徴とするものである。
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【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の一実施形態について図面を用いて説明する。図１は本発明の液晶表示装置
に用いられる大型液晶パネル１０を構成する４枚の液晶パネル１１の内、左下に位置する
液晶パネル１１を中心に示した平面図である。大型液晶パネル１０は具体的には対角８０
インチのものであり、液晶パネル１１を継ぎ合わせて造られている。
液晶パネル１１は一対の透明基板をシール材によって貼り合わせ、一対の透明基板とシー
ル材とに囲まれた空間に液晶を注入して造られたものである。液晶パネル１１にはＲ（赤
）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）のカラーフィルターを備えた３つのサブ画素（図示せず）により
構成される画素１２がマトリクス状に形成されている。本実施形態において、画素１２は
縦３８４、横６４０形成されている。この画素１２はみな同じ大きさをしており、画素１
２の周りはブラックマトリクスからなる遮光領域１３が形成されている。そして大型液晶
パネル１０の背後に配置されるバックライト（図示せず）からの光はこの遮光領域１３に
よって遮光される。液晶パネル１１の側面には、他の液晶パネル１１が隣に位置する接続
側面１１ａと、位置しない接続側面１１ｂがある。そして大型液晶パネル１０は隣り合う
液晶パネル１１の互いの接続側面１１ａにおいて接着剤等により継ぎ合わせて構成されて
いる。
【００１２】
縦方向に並んだ画素１２の列における各画素列を、接続側面１１ａ側から順にＸ１、Ｘ２
、・・・、Ｘ６４０（ｎ＝６４０）とする。また隣り合う画素列間の遮光領域１３の幅を
画素列Ｘ１とＸ２の間から順にｄｘ１、ｄｘ２、・・・、ｄｘ６３９とし、大型液晶パネ
ル１０の縦方向における継ぎ目部分の遮光領域１３の幅をｄｘ０とする。そして画素列Ｘ
１と接続側面１１ａまでの遮光領域１３の長さをｇとすると、ｄｘ０の値はｇの２倍（＝
２ｇ）となる。
【００１３】
本実施形態において、ｄｘ１とｄｘ０が略同じ値の２ｇであると共に、接続側面１１ａに
最も近い画素列Ｘ１から非接続側面１１ｂに最も近い画素列Ｘ６４０に向かうにつれて、
ｄｘ１、ｄｘ２、・・・、ｄｘ６３９の値は順次一定の値まで減少している。
具体的には図２に示す曲線Ａのように、ｄｘ１、ｄｘ２、・・・、ｄｘ６３９のそれぞれ
の値が、非接続側面１１ｂ側から接続側面１１ａ側へ向かうにつれて、ｄｘ６３９におけ
る一定の値から２ｇの間を曲線的に変化していく。なおｄｘ６３９における遮光領域１３
の値は、パネルサイズや画素の数、また画素ごとに接続されている各種の配線等種々の条
件により決められる値である。図２に示した曲線は、ｄｘ１、ｄｘ２、・・・、ｄｘ６３
９のそれぞれの値を結んで示している。なお図２に示す曲線Ｄは画素列間の幅が接続側面
１１ａ側から非接続側面１１ｂ側に向かって縮まっていく場合を示しているが、その変化
は常に一定であり、直線的に縮まっていく場合を示している。
【００１４】
このように、画素列間の幅ｄｘ１、ｄｘ２、・・・、ｄｘ６３９が接続側面１１ａ側から
非接続側面１１ｂ側に向かって曲線的に縮まっていくことにより、大型液晶パネル１０に
おける縦方向に伸びる継ぎ目だけが際立って目立つということがないため、継ぎ目部分が
目立たなくなる。特に破線Ｄで示すｄｘ１、ｄｘ２、・・・、ｄｘ６３９の値が直線的に
変化する大型液晶パネル１０と実際に比較検討してみたところ、ｄｘ１、ｄｘ２、・・・
、ｄｘ６３９の値を曲線的に変えていく本発明の方が、継ぎ目部分がより目立ち難いこと
がわかった。
【００１５】
特に曲線Ａに示すような接続側面１１ａから離れていくにしたがって変化率が低くなって
いくような大型液晶パネル１０、つまりｄｘ１付近においてその値の変化率は高いが、ｄ
ｘ６３９に近付く程変化率が低くなるものは、破線Ｄのような大型液晶パネル１０に比べ
て特に変化率の低くなる後半部分において、より自然な表示を再現できることがわかった
。
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【００１６】
一方、曲線Ｂはｄｘ１、ｄｘ２、・・・、ｄｘ６３９の値が、接続側面１１ａから離れて
いくにしたがって変化率が高くなっていくように変化する曲線を示している。つまりｄｘ
１付近においてその変化率は低いが、ｄｘ６３９に近付く程その変化率が高くなる。曲線
Ｂのように画素列間を変化させた大型液晶パネル１０は、曲線Ｄのように画素列間を変化
させた大型液晶パネルに比べ、特に変化率の低い前半部分においてより自然な表示を再現
できることがわかった。
【００１７】
また一方、曲線Ｃはｄｘ１、ｄｘ２、・・・、ｄｘ６３９の値が、接続側面１１ａから離
れていくにしたがって変化率が高くなっていくがある値を境にして変化率が低くなってい
くように変化する曲線を示している。つまりｄｘ１付近においてその変化率は低いが、ｄ
ｘ６３９近付においてもその変化率が低い。曲線Ｃのように画素列間を変化させた大型液
晶パネル１０は、曲線Ｄのように画素列間を変化させた大型液晶パネルに比べ、変化率の
低い前半、後半部分においてより自然な表示を再現できることがわかった。なお変化率が
変わる境目となる値は、任意に定めることができ、例えばｄｘ１、ｄｘ２、・・・、ｄｘ
６３９の中間における値であってもよい。
【００１８】
また、横方向に並んだ画素１２の行における各画素行を、接続側面１１ａ側から順にＹ１
、Ｙ２、・・・、Ｙ３８４（ｍ＝３８４）とする。また隣り合う画素行間の遮光領域１３
の幅を画素行Ｙ１とＹ２の間から順にｄｙ１、ｄｙ２、・・・、ｄｙ３８３とし、大型液
晶パネル１０の横方向における継ぎ目部分の遮光領域１３の幅をｄｙ０とする。そして画
素行Ｙ１と接続側面１１ａまでの遮光領域１３の長さをｇ´とすると、ｄｙ０の値はｇ´
の２倍（＝２ｇ´）となる。
【００１９】
本実施形態において、ｄｙ１とｄｙ０が略同じ値の２ｇ´であると共に、接続側面１１ａ
に最も近い画素行Ｙ１から非接続側面１１ｂに最も近い画素行Ｙ３８４に向かうにつれて
、ｄｙ１、ｄｙ２、・・・、ｄｙ３８３の値は２ｇ´から徐々に一定の値まで小さくなる
ように変化している。
【００２０】
具体的には上記した図２に示す曲線Ａのように、または曲線Ｂのように、あるいは曲線Ｃ
のように変化させた。
このように、画素行間の幅ｄｙ１、ｄｙ２、・・・、ｄｙ３８３が接続側面１１ａ側から
非接続側面１１ｂ側に向かって曲線的に縮まっていくことにより、大型液晶パネル１０に
おける横方向に伸びる継ぎ目だけが際立って目立つということがないため、継ぎ目部分が
目立たなくなる。
次に、隣り合う画素列間の距離ｄｘ１、ｄｘ２、・・・、ｄｘ６３９の変化における他の
実施形態について図３を用いて説明する。画素列Ｘ１からＸ６４０へ向かう途中の画素列
Ｘｉ（１＜ｉ＜６４０）までは画素列間の幅ｄｘ１、・・・ｄｉの値が順次変化している
が、画素列ＸｉからＸ６４０までは画素列間の幅ｄｉ、・・・、ｄｘ６３９の値が一定に
なっている。そしてｄｘ１、・・・ｄｉにおける画素列間の値は、上記したような曲線Ａ
、または曲線Ｂ、あるいは曲線Ｃのような曲線的に小さくなるように変化する。
このように、液晶パネル１１の継ぎ目付近では画素列間の幅を曲線的に変えていくことに
より、上記のように継ぎ目が目立ち難くなる。また継ぎ目から離れたところではその幅を
一定のままにしているので大型液晶パネル１０全体における開口率の変化を抑えることが
出来る。
つまり、画素列間の幅を液晶パネル１１全体にわたって変えていくと、非接続側１１ｂに
向かうほど画素列間が狭くなっていき、ある一定範囲内における画素１２の数が非接続側
１１ｂに向かうほど多くなっていく。したがって大型液晶パネル１０における任意の箇所
において開口率が常に異なる。
一方、図２の実施形態の場合には、大型液晶パネル１０の継ぎ目付近においては開口率が
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変化するが、画素列の幅が一定となったところでは、ある一定範囲内における画素１２の
数は同じであるため、開口率は変化しない。したがって大型液晶パネル１０の輝度ムラを
抑えることができる。特に液晶パネル１１が大きくなればなるほど、液晶パネル１１全体
で画素列間の幅を変えなくても、継ぎ目部を目立たなくすることができる。
なお、画素列間の幅が変化する際の境目となっている画素列Ｘｉは、本実施形態において
は観察者による観察結果等に基づいて、画素列Ｘ１からＸ６４０の中間当りに位置する画
素列としている。しかしながら液晶パネル１１を製造する際に用いる露光マスクの制約な
どにより、画素列Ｘｉが画素列Ｘ１からＸ６４０の３分の１、あるいは４分の１辺りまで
の画素列になったとしても継ぎ目を目立ち難くすることができる。
また、本実施形態において、画素行間の幅ｄｙ１、ｄｙ２、・・・、ｄｙ３８３について
も画素行Ｙ１からＹ３８４へ向かう途中の画素行Ｙｊ（１＜ｊ＜３８４）までは画素行間
の幅ｄｙ１、・・・ｄｙｊの値を変化させ、画素行ＹｊからＹ３８４までは画素行間の幅
ｄｙｊ、・・・、ｄｙ３８３の値を一定にしても上記と同様の効果を奏することができる
。
次に、本発明の他の実施形態について図４を用いて説明する。図４は図１と同様に大型液
晶パネル１０を構成する４枚の液晶パネル１１の内、左下に位置する液晶パネル１１を中
心に示した平面図である。なお図１と同様のものについては説明を省略すると共に同じ符
号を付している。
図４に示す液晶パネル１１において、画素群１２０が形成されている。この画素群１２０
は、隣り合う画素１２を数個単位で寄せるようにして形成されたものである。したがって
各画素群１２０においては、隣り合う画素１２間の遮光領域１３の幅が、画素群１２０間
の遮光領域１３の幅に比べ非常に狭くなっている。また画素群１２０は各々が同じ数ずつ
の画素１２から構成されている。ただし、画素群１２０を構成する画素１２の数と、液晶
パネル１１における画素１２の総数などにより、非接続側面１１ｂ側においては若干画素
群１２０を構成する画素１２の数が、他の画素群１２０のそれと異なる場合もある。
本実施形態において、画素群１２０は縦に２つと、横に２つの計４つの画素１２を寄せて
なるものである。ただし、画素群１２０は４つの画素１２からなるものに限定されるもの
ではない。例えば縦５、横５の計２５の画素１２からなるものでもよいし、たとえば縦１
、横２の計２の画素１２からなるものでもよい。
縦方向に並んだ画素群１２０の列における各画素群列を、接続側面１１ａ側から順にＸ´
１、Ｘ´２、・・・、Ｘ´３２０（ｎ＝３２０）とする。また隣り合う画素群列間の遮光
領域１３の幅を画素群列Ｘ´１とＸ´２の間から順にｄｘ´１、ｄｘ´２、・・・、ｄｘ
´３１９とし、大型液晶パネル１０の縦方向における継ぎ目部分の遮光領域１３の幅をｄ
ｘ´０とする。また画素群列Ｘ´１と接続側面１１ａまでの遮光領域１３の長さをｇ´と
する。
そして、上記と同様に画素群列間の遮光領域１３の幅ｄｘ´１、ｄｘ´２、・・・、ｄｘ
´３１９を液晶パネル１１全体にわたって曲線的に変えていく、あるいは画素群列Ｘ´１
、・・・Ｘ´ｉ（１＜ｉ＜３２０）までのｄｘ´１、・・・、ｄｘ´ｉを曲線的に変えて
いくことにより、大型液晶パネル１０における継ぎ目が目立ち難くなり、また大型液晶パ
ネル１０全体における開口率の変化を抑えることが出来る。
また、横方向に並んだ画素群１２０の行における各画素群行を、接続側面１１ａ側から順
Ｙ´１、Ｙ´２、・・・、Ｙ´１９２（ｍ＝１９２）にとする。また隣り合う画素群行間
の遮光領域１３の幅を画素群行Ｙ´１とＹ´２の間から順にｄｙ´１、ｄｙ´２、・・・
、ｄｙ´１９１とし、大型液晶パネル１０の横方向における継ぎ目部分の遮光領域１３の
幅をｄｙ´０とする。そして画素群行Ｙ´１と接続側面１１ａまでの遮光領域１３の長さ
をｇ´とすると、ｄｙ´０の値はｇ´の２倍（＝２ｇ´）となる。
そして、上記と同様に画素群行間の遮光領域１３の幅を液晶パネル１１全体にわたって曲
線的に変えていく、あるいは画素群行Ｙ´１、・・・Ｙ´ｊ（１＜ｊ＜１９２）までのｄ
ｙ´１、・・・、ｄｙ´ｊを曲線的に変えていくことにより、大型液晶パネル１０におけ
る継ぎ目が目立ち難くなり、また大型液晶パネル１０全体における開口率の変化を抑える
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【００２１】
なお、本発明の要旨を逸脱しない範囲であれば上記実施形態以外の形態も可能である。上
記実施形態においては画素列間の幅、画素行間の幅等の値が非接続側面１１ａ側から接続
側面１１ｂ側へ向かうにつれて曲線的に小さくなっていくものを示しているが、画素列間
等の値が変化している部分において、その変化が一定でないもの、例えば接続側面１１ａ
から離れるにしたがって曲線的に小さくなっていくが、ある値を境にして曲線的に大きく
なっていき、その後また曲線的に小さくなっていくもの等であってもよい。
また、上記実施形態では、上記実施形態では画素１２をＲ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）の
３つのサブ画素により構成しているが、画素１２を例えばＲ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）
、Ｒ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）と３つのサブ画素を繰り返した６つのサブ画素から構成
されるように、もっと多くのサブ画素により構成したものでもよい。
【００２２】
【発明の効果】
以上のように本発明によれば、各液晶パネルにおける画素が列方向に複数の画素列、行方
向に複数の画素行を形成しており、接続側面に最も近い画素列、画素行から最も遠い画素
列、画素行に向かうにつれて、隣り合う画素列間、隣り合う画素行間の幅が大型液晶パネ
ルの継ぎ目部分の幅から曲線的に変化していくので、従来の液晶表示装置のように継ぎ目
部分だけが目立ってしまうようなことはなく、継ぎ目による違和感の発生を抑えた液晶表
示装置を提供することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施形態を示した液晶パネルの平面図である。
【図２】本発明における液晶パネルの画素列間の幅の値を示した図である。
【図３】本発明の第２の実施形態における液晶パネルの画素列間の幅の値を示した図であ
る。
【図４】本発明の第３の実施形態を示した液晶パネルの平面図である。
【符号の説明】
１０　大型液晶パネル
１１　液晶パネル
１１ａ　接続側面
１２　画素
Ｘｎ　画素列
Ｙｍ　画素行
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